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1、 はじめに
接続詞「それでJは一般に原因・理由から結果・帰結を導く (I)と言われているが、話者
交替が起きる会話では、このような用法だけでは十分に説明てきない。
(I) r応接室のインタホンのスイッチがね、入りっ放しになってたのよ。それでこの会議室
へ全部筒抜けになったってわけ。」（女社）
(2) 「お母さんが、飲んでいた薬ですね？」
「ええ。私は、必死になって、I蜀いて廻ったわ。あの薬をすすめてくれた薬局の人に開
いたし、近所のお医者さんにもね。」
「立江、どうだったんですか？」（鳥取）
(1)は接綬詞「それで」 の前後で話者交替が起こらない場合であり、［応接室のインタホン
のスイッチが入りっ放しになっていた］ → ［この会議室へ全部筒抜けになった］という因果
関係により「それ応の前後が結ばれている。ところが、(2)は r それで」の前後で話者交替
が起こっており、因果関係ではなく、話し手が間き手(2)に不足する情報を要求することで、
話の絣きを促す談話機能が見られる。
そこで、本稿では談話における接続詞「それで」を、話者交替が起こる場合と起こらない
場合に分け、両者の意味用法の述いを明らかにしたい。
2、 問題のありか
2. 1 「それで」に関する先行研究
「それで」は従来の接絞詞の分類では「顛接」の一つとされ、因果を表す接続詞として指
摘されている（森田(1989)）、ひけ(1987)など）。また、「そして、それから」 などととも
に添加の接続詞として「それで」を記述したものに、浜田(1995)や福烏(1997)などがあ
る。その他、偕別に「それで」の意味用法を扱った研究として、有賀(1993)がある。有賀
氏は対話における「それで」の機能を瓜視して分析を行っている。
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先 行 研 究で
は独話 と対話 の分類が明確でな いため、 「そ れで」
の用法が十分 に説明されて
い ない。
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独話型と対話型の分類
実際
に
接続詞 が 承 ける情報 に注目し
、
以下のよ うに独活型と対話型を分類することとする。
①
独 話型：
同 一話者 によっ
て
、
「それで
」
の前 ・後件が発話される楊合。
(
3 )  
矢崎
1
:向
田
さ ん にお会 い する のはこの間が始めてで 、 親しくお話するのは今日が初
めてな わけで
、
僕は
、
自分で言 う のはおかしいけど、 照れ屋なんです。
向田
2 :
そう いう お顔を して
いるかたが照れ屋だと いうことは、 私もおぼろげながら
わかります
。
矢
崎 3 :
そ う で す か（笑）
。
主庄ヱ う まく 行くかどうかわ かんないんだけど、僕は『手
袋をさがす
」
と いうお話を続ませて いただ いて 。 （
向 田
）
形と
しては話者交特が起 こ
っ
て いる ように見えるが 、 矢的3の 「それで」が実際に承けて
い るのは
矢
崎
1 自 身の発話 で ある から 、話者交替は起こっていないと考えられる 。 対話の形
式を取
って はい
る も のの 、 対話として機能してい
な いものは疑似対話とする。 そし て、 同 一
話者による完全な独 話（例(1
)
） に疑似対話を含めて 、 独話型とする 。
②対話
型：
「そ れで 」を挟んだ
前
・ 後件で話者交替が起こ る場合。
(4
) 瓜 柳
1
:それから ヤ
マ
コ フ ス
キ
ー 劇 場の演出家におなりになって森本薫の『女
の
一生
』
を演出な さ
っ
た りのご活躇が始まる
。
でも日本では美術学校を ご卒業なさ
っ
たんです
っ
て
？
岡
田 2 :
だ
っ
て
、
その当時は演刺学校なんてなかったですもの
。
黒柳3
: 今 でも な
い
で すけど
。
（笑）主庄ヱ絵栢き
さんにな りたかったんです か？
（倶楽
）
黙柳3
の
「そ れで
」
は独話型の よ うに見え るが、 実 際に承けているのは岡田2の発話であ
り
、
話者交 替が 起こ
って
い る と考えることがで きる 。
この よ うに独話の形式を取ってい る
も
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i-
のの、独話として機能していないものは疑似独話とする。 そして、 完全な対話（例(2))に疑
似独話を含めて、 対話型とする。
3 、談話における接続詞「それで」
3. 1 因果の「それで」
前件が直接の原因・理由となって、後件に結果・焔結が生じ（生じており）、 前件と後件
が因果関係にあることが認められる場合である。 また、 前件を判断の根拠とし、 後件でその
判断を述べる場合も因呆I閲係の中に入れることとする。因果関係は常に時間的な継起関係の
上に立つといえる，
①独話製
(7)「いちばん先に私が試しましたのは、 くわいの網焼き。 あれを読みましたのは夜中の一
時頃なんです。ところが、 くわいの網焼きというのは、 夜食のビ ールの肴にどうして
も宜べたくなるんですね。主丸ヱス ー バ ーヘ駆け出しまして、 せきますからガスの火
で焼いたんですけど、 夜中はガスの火が強くて、 焦げまして、ちょっとしくじりまし
た。」（向田）
(8) 「お父さんが亡くなって、 ずいぶん悲しかったろうねえ。主れヱ、 君、 淋しそうなとこ
ろがあるんだねえ。 ゅうべはじめて会ったときからそう思ったよ。」（金閣）
(7)は［夜食のピールの肴にくわいの網焼きが食べたくなった］ → ［ス ーパーヘ易区け出した］
という因果関係が成立している。(8)は［淋しそうなところがある］という判断を下すために
判断の根拠である［お父さんが亡くなって、 ずいぶん悲しかった］という事態を推最してい
る。 「それで」の後件には説明の 「のだ／わけだ」が用いられることが多い。
②対話型
イ）自己納得
話し手が開き手の発話を承け、 その内容と既に自分の頭の中にある知識とを照らし合わせ
て、原因・理由の存在に納得していることを示す。 この場合、1開き手からの新規の1肖報を判
断の根拠とし、話し手にとっては既知の情報に改めて納得するのである。
(9)十津川：香月という弁渡士は、 どんな人なんだ？カメさん、知っているかね？
也井：確か、 公害問題とか、 医燎事故なんかの訴訟で、 名前を開いたことがあります。
十津川：それで、 桜井あずさは、 頼みに行ったのか。（鳥取）
(9)は開き手からの新規の1ti報［公害問巡とか医療事故などの訴訟で香月という名前を問い
たことがある］により、 話し手の既知の情報［桜井あずさは頼みに行った］が根拠づけられ
ている。話し手にとって不明だったことが開き手の発話によって明らかになり、 それに納得
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したことを 「それでJが表している。 この用法においては 「それで」 が発話された時点で自
己納得したことになり、 後件を改めて発話する必要がなくなる場合もある。
次の(J(jは 「それで」の単独用法であり、 後件には［違う違うと言ったのか］のような表現
が省略されていると思われる。
(I0 藤原： く前略〉オペラは何か朋き党えないかと言うから、rヵルメン』 のトレアドル
とりゴレット』の風の中のを知ってると答えると
’
、 トレアドルはパリトンだ
から、 リゴレットの方を歌いなさいと言われて、 P風の中の羽根のように・・・・・・
を歌ったんだ。 そしたら藤村が違う迎うと言う。とにかく俺が歌うから、 それ
を真似しろと言うからよく開いたら、 わかぜの中のが、 ｝かずの中のなんだな。
黒楢：まあ、 その方のご出身は？
藤原：仙台。
黒柳：主庄ヱ。（笑） （倶楽）
自己納得には、疑問に対する解決が見出されることから詠嘆性が色浚く現れる。 「それで」
の後件は納得から、 しばしば 「一の（だ／か）、 ～わけ（だ／か） 」といった表現形式をとる。
また、「それでj の後件を省略することができる。
ロ）相手確認
話し手が開き手の発話を承け、 それを判断の根拠とした上で先読みをし、 聞き手の発話に
対して自らの判断を述ぺるものである。 この楊合、 「エ、れで」以下には開き手に判断内容の
其偽を確かめる必要が生じる。
(1U 「なぜすぐに ―-0番しなかったんです？ 」
「具合が悪いじゃありません？ 何しろ私は主人の愛人の所にいたのですから。新聞などに
も書き立てられるかもしれないし、ひょっとして私が殺したと思われるかもしれません」
「それで黙って出て来たのですね」
「ええ」（女社）
(II)では聞き手に情報を求めているが、 それは話し手が自らの下した判断を確かなものにす
るために開き手に確認や同意を求めているのである。「それてー」の後件には、「ね、よね」 と
いった終助詞系や 「だろう、でしょう」のような推最表現による確認要求、問いかけのrか」
のような表現の形式を伴うことができる。
3. 2 添加の 「それで」
前件に後件を時間的 ・ 顧序的推移で付加して述ぺる楊合であり、前件と後件の顛序を入れ
替えることはできない(3)0
①独話型
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(12) 「 かつお節と毘布です。土庄立上がり際にお酒と淡口のしょうゆでちょっと味をとと
のえてから、さっきのねぎをそれはもうぴっくりするほどたくさん放り込んで火を止
めるんです。」（向田）
(12) では前件の［かつお節と昆布でだしをとる］が後件を蒋く状況 ・ 条件になり、 前件の状
態に、後件［上がり際にお酒と淡口のしょうゆでちょっと味をととのえる］を時間的な顛序
による出来事として送加している。 rそれで」 の 後件には説明 の 「のだ／わけだJがくるこ
とが多い。
②対話型
イ）判断の確認妥求
後件の命題が事実であることはまだ話し手に確認されておらず、 文脈からの推論の帰結と
して、 後件に話し手の思考の内容が述べられる場合である。
(ll 「そうさ、 おっかないから死にもの狂いさ。それから数日間は、毎朝、新聞見るの怖かっ
たね。 本当に彼女が自殺してんじゃないかと思って。新聞の三面記事ぱっと開けられ
ないんだ。端の方から、そうっと開けてみる。〈老婆、 電車にとぴ込み自殺〉なんて
密いてあるとね、 ほっとしたよ 。あああれは、 老婆じゃないから、なんて思ってさ」
「土柱ヱ、つまり結局、死ななかったんでしょ」
「そうさ。 ＜後略〉」（太郎）
(llは開き手の発話の襄に潜んでいると話し手が予測した事態（［死ななかった］） に対して
確認や同意を求める場合である。 「それでJの後件には「ね、よね／だろう、 でしょう」な
どの確認要求の表現がくる。
ロ） 判断の判定要求
話し手が開き手の発話から推論した判断に、flllき手に明確な判定を要求するものである。
(14 「こうなったら、後はもう、 二人が直接にやればいいと思ってね、 僕は、 一昨日、 ふら
りと家を出ちまったんですよ。」
「生旱、名古屋に一泊したんですか？」
「仕事仲間の知り合いが 一人いたもんでね。 そこへ泊って、かねがね、高山線に乗って
みたいと思ってたから、今日は、ゆっくり心ゆくばかり釆りましたよ。」 （太郎）
これは判断の根拠そのものが不確か ・不明であることによって、判断を正確に下すことが
できないもので、 「それで」 は 「はい」 「いいえ」で答えることのできる、 いわゆるYES­
NO疑問文と共起することができる。
判断の確認要求では、後件を導く事柄が開き手の情報に含まれており、その実現性がかな
り高い。 ところが、判断の判定要求は後件を導く根拠を開き手の情報の中から見つけること
(17
) 
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は難しく、 判断の確認要求に比べ、 後件の実現性はかなり低いといえる。
ハ）開き手への話の促し
©特定方向への話の促し
話し手が開き手の発話から推論した判断の補充を要求するもので、 話を特定の方向に向
けさせる。
(19円口：開発したジャ ー マニ ー ・ケミカル自身が、 販売を停止するという噂が、 流れたん
だ。それを、 一手に販売しているK製薬としては、 もし、グロムナムを、 作れな
くなったら、 大きな痛手だ。今は、 K製薬の主力薬品だからね。
十津川：それで、K製薬は、 どうしたんだ？ （鳥取｝
判断を下す根拠の要索に不明な点があることによって、判断を正確に下すことができない
タイプで、 話し手が自分なりの判断を下すために、 開き手に内容の補充を要求する楊合であ
る。 このタイプの 「それで」 はrはい」「いいえ」 で答えることができない疑問詞を含む、
いわゆるWH疑問文と共起することができる。
＠単なる話の促し
「それで」 の単独用法で、 話し手が聞き手に話題の方向づけを預け、 単なる話の続きを促
すものである。
(19向田：普通なら、 月希合もらってうれしくてと背うんだけれども。
中川：いや、 こんなことして金もらって、くやしくて。 なんか、 鬱勃たるものがあった
んだね。 だけど、何になっていいかわからない。なるものがないからね。学l目で
もできりや、 まだあるんだけど、 できないしね。 だから坊主になろうと思って、
お寺へ行ったことがある。
向田：それで？ （向田）
単独用法の 「それでJ には、話し手が話の内容をコントロ ー ルすることなく、 純枠に相手
に発話を続けるように促す機能がある。この場合、省略された内容を補うと、「 どうしたの？ 」
のような特定方向への話の促しにつながる。しかし、話の方向づけが特定方向への話の促し
では話し手に、単なる話の促しでは間き手に委ねられているという迩いがある。 また、「そ
れで」 の単独用法の用法には因果関係における自己納得と、 添加関係における阜なる話の促
しがある。
3. 3 転換の「それで」
前件とは異なる話題を後件に持ち出すものであるが、 まったく無関係の話題を持ち出すの
ではなく、 既に述べられた事柄（前提・状況）に関連する情報を要求したり提供したりする
場合である。話題の転換も添加の一部であるとも考えられるが、後件の話題をどのように処
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理していくかによって話題の転換と添加とに分けられる。 添加は前件と後件の話題の内容が
同質・同種類のものでなければならないが、話題の転換はその制限から解放される。
転換は談話の類型に関係なく同じ用法で用いられるため、 独話型と対話型を分ける必要が
ない。
イ）以前に触れた話題を持ち込む
④既述の話題へ戻る
話し手自身が話の途中で再び話題を元に戻したいと判断し、話題の転換を予告するマー
カーとして「それで」を用いるものである。
(1'I)黒柳：お父様とはお会いになりましたか？
藤原：下関や東京で二、 三回会いました。 それで、 さっきの大阪の頃の話だが、えら
い貧乏なものだから、質屋の小憎、 帽子屋の子守り、今橋の小さな会社の給仕
にやられた。〈後略〉（倶楽）
前置きのあとで本題に入る機能を持つものとして、「主庄ヱ、 ～のことですが」や「それで、
話は戻りますが」などのような話題復偲であることを示唆する表現と共起することが多い。
＠以前の会話中の話題を当該の会話に持ち込む
当該の会話中の話題ではなく、話し手と開き手が以前に交わした会話中の話題を当該の
会話に持ち込むものである。
(18「時に、 君は合宿に行くことにきめた？」
「ええ、行くつもりですが。」
「行ってらっしゃいな、わたしは構いませんよ。汐見さんもいらっしゃるんでしょう？」
「侯は勿論行きます。 ……主主ヱこの前ちょっと話した山越のことなんだがく後略〉 J
（草の）
(I8はその場において前提となる内容が言語化されていないが、 以前に交わされた話題と関
述がある話題を持ち出している。
ロ）話題の移行
話題には主となるテーマとしての上位の話題と、 それに従属する小さなテ ー マ、J!Pち、 下
位の話題がある。 下位の話題から上位の話題への移行は、 既述の話題へ戻る機能になるので、
ここでは述ぺないことにする。
＠下位話題への移行
上位の話題からそれに従属する下位の話題へと話題を移すものである。
(19) 「 ライシャワ ー教授も官僚の廉直性を指摘され、 徳川時代に培われた精神であると書い
ていらっしゃいますね。 士というのは廉直ですな。私は本当にそうだと思う。貧乏な
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役人が少しも私しない。それで、道を歩くときも真ん中を歩くそうですな。雨が降っ
てきても走っちゃいけないんだそうです。＜中略〉」（東と） ［ 
［日本の官僚の廉直性］という上位の話題から、下位の話題である具体的な例を挙げる方向
へと移行している い） 。
®同位話題への移行
上位の話題は同一であるが、それに従属する下位の話題から別の下位の話題へと話題を
移すものである。
向田：数字を石蹴りで覚えたから、数の本来の感党で党えなかったんですね。1とい
うのは、 一番の人の対して憎らしかったんです、9はセコいとか、自分なりに
なんか変なふうに一つ一つに意味があるんですね。
吉行：生立工久しぷりに思い出したけど、僕は9に裏切られたんだ。それ以来数字と
いうものについて考えないことになったんだ。＜後略〉（向田）
［数字］という上位の話題のもとで、［数字の党え方）という下位話題から、［数字に対する
イメ ー ジ］という別の下位の話題へ移っている。
ハ）話題の方向を変える
既に述ぺられた話題とはまったく関連がないような話題へ方向を変えるものである。
ell) 「仕事が終ってから、久しぶりに井村を訪ねてみた」
「井村ですって、井村誠一 さんね。木暮さんのお通夜のとき以来でしょう。主庄ヱ、 ご
⑳ 
販は？」
「うん、井村と一緒に済せた」（砂の）
話し手の中に［時ll!J的に見て夕ご飯は済ましているだろう］あるいは［井村を尋ねて一緒
に夕ご飯を食ぺてきたろう］という判斯が前提にあれば、急な話題の転換ではなく、前提と
の関連づけが認められる。
3. 4 逆接的な 「それで」
前件と後件の事態の間に逆接的な関係が認められる楊合であるが、「それで」が逆接的に
捉えられるのは、後件の事態が前件から予想される事態に反しているからである。英際、前 ・
後件は添加関係で結ばれており、前件から見て後件が予想に反する逆接的な事態になってい
るだけであるから、添加から派生的に生じた用法として考えられる。
①独話型
四 「 く前略〉（笑）ピ ー ルはうがいみたいなものでしょう、そのあと日本酒で腰落ち舒けて。
トックリが四、五本並ぶわね。日本酒って甘くて、ねとっとする時があるのね。後口が
悪いなんていってウイスキ ー 飲んだりして。最後に締めくくりと称してプランデー 飲ん
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だり。生生ヱなんともなかったのね。＜後略）」（おせ）
「それで」 が発話された時点では、 聞き手は後件に予想に反する事態がくることを予測しに
くい。大方の人が共通に抱いている社会通念、 常躁によると、四は［酔っばらった］
．
という
後件がくることが自然なのである。 ところが、［いろんなお酒を飲みまくった］のに［なん
ともなかった）となっている。 この rそれで」は逆接の接続詞ほど強く逆接として感じられ
なくても、 逆接的な雰囲気を匂わせている。四を逆接の接続詞に置き換えると、
(22') 「お酒を飲みまくった (P) 」から、 普通「酔っばらった (Q)」
意外にも「なんともなかった(-Q)」
という推除の中で、四 ＂ のように前件Pと後件Qを 「でも、 それなのに」 のような逆接の
接続詞で結ぶことができる。
(22") お酒を飲みまくった (P) 。 でも、 なんともなかった (~Q) 。
②対話型
前件となる聞き手からの情報に基づき、前件に関する予想に反する逆接的な事柄を後件に
祁かなければならない。
四 A:昨日は夜遅くまで飲みまくったよ。
B:主庄立なんともなかったんだろう？
A:まあな。（何だ知ってたの） （作例）
この場合、 A とBとの間に (Aはいくらお酒を飲んでも酔わない］という語用論的前提が
あれば、 逆接的な事柄を祁く用法として 「それで」を用いることができる。
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4 、 まとめ
「それで」 は基本的に前件を前提にし、それを根拠に後件で梢報を述ぺることを示す談話マ ー
カーであり、談話の類型との関係から、大きく「因果」 「添加」「転換J、果ては 「逆接的」 な用
法を持つことを示した。その内容をまとめてみると、以下のようになる。
独話型・対話型共通の用法(5) 対話型独自の用法
前・後件の間に因果関係が認められる ・自己納得
因 果 （因果の他に、 根拠一判断も含まれて •相手確認
いる）。
前・後件の間に継起関係が認められる， ・判断の確認要求
添 加
・判断の判定要求
・開き手への話の促し：特定方向への
話の促し、 単なる話の促し
•以前に触れた話題を持ち込む：既出の話題へ戻る、以前の会話中の話題を当該
転 換
の会話に持ち込む
・話題の移行：下位話題への移行、 同位話題への移行
・話題の方向を変える
逆接的
前・後件の間に逆接的な関係が認めら 話し手と聞き手との間には語用玲的前
れる。 提が必要である。
従来の研究では 「それで」の主な用法に因果関係を挙げているが、 実際に 「それで」 の
用法の基本は継起関係であると思われる。上の四つの用法は継起関係の上で成立しているが、
それを聞き手が前・後件の意味関係から、r因呆」 「i恭加」 「転換」 「逆接的」 な用法に解釈
するのではなかろうか。 これらは継起性という観点から見ると添加関係から派生したもの
と考えられる。
本稿では、独話型談話に見られない対話型談話独自の用法を明らかにし、従来の研究で見
られなかった添加から派生的に生じた逆接的な用法があることが分かった。
rそれで」 だけではなく、 接続問を分析する際には、 .:;.0)ように談話の類型との関係か
ら考察することが必要であろう。
- 72 - (22) 
注1)「それでJの用法として、 因果関係の他に添加を指摘する研究者もいるが、詳しくは先行研究で
言及する。
2)話し手は 「それで」 の発話者のことを、開き手はその相手のことを指す。
3)単なる事物・事熙の並列、 列挙の楊合にも添加の接続詞を用いることができるが、i恭加の 「それ
でJには前件と後件との間に 「前後関係」や 「推移」が認められる。
4)(19の例は転換だけではなく、前件と後件が原因と結果の関係にある因果の用法としても読み取れ
るが、 ここでは転換の例として挙げることにする。
5)独話型・対話型共通の用法はそのまま独話型の用法となる。
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